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2025年 7 月15日～2025年 8 月14日の主な出来事

7.17 サイエンスパーク、事業者公募
熊本県は17日、TSMCの菊陽町進出を踏まえ
て半導体関連企業や研究機関を県内に集積さ
せる「くまもとサイエンスパーク」構想につ
いて、「事業推進パートナー」となる民間事
業者の公募を同日開始したと発表した。

7.18 ＪＲ豊肥線、輸送力強化へ協議会
ＪＲ豊肥線の輸送力強化を目指す「ＪＲ豊肥
本線輸送力強化促進協議会」の初会合が18日、
熊本県庁であり、熊本、大津、菊陽の 1市 2
町の首長と木村敬知事が、二次交通強化に向
けた検討などを進めることを確認した。

7.22 熊本市の宿泊税、2026年 7 月導入
熊本市は22日、市内のホテルや旅館に泊まる
客から徴収する宿泊税の新設が正式に決定し
たと発表した。 1人 1泊当たり200円を2026
年 7 月 1 日宿泊分から課税する。宿泊税の新
設は県内で初めて。

7.22 八代税関、上半期輸出入 2年連続減
八代税関支署は22日、管内（八代、熊本、三
角、水俣の各港と熊本空港）の2025年上半期
（ 1～ 6月）の貿易概況（速報値）を発表し
た。輸出入の総額は前年同期比13％減の858
億8,200万円で、上半期としては 2期連続の
減少。

7.29 市電乗務員を「任期付き職員」に
熊本市交通局は29日、熊本市電の運転士ら乗
務員について、2026年 4月から最長 5年の「任
期付き職員」として採用する方針を示した。
現在は「会計年度任用職員」でモチベーショ
ンの低下などが指摘されている。

7.29 県内景気判断据え置き　九州財務局
九州財務局は29日、 7月の熊本県内の経済情
勢報告を公表した。景気の総括判断は「物価
上昇の影響がみられるものの、緩やかに回復
している」として据え置いた。据え置きは 8
四半期連続となる。

8.5 県最低賃金、1,000円超めぐり議論へ
熊本地方最低賃金審議会は 5日、県内の最低
賃金の具体的な改定額を議論する専門部会の
初会合を熊本市で開いた。厚生労働相の諮問
機関が示した64円引き上げの目安を踏まえて
本格的な議論に入った。現在の最低賃金は
952円。

8.6 県内人口、 6市町村で増加
総務省が 6日発表した住民基本台帳に基づく
1月 1日時点の熊本県の人口（外国人含む）
は171万6,360人で、前年に比べ0.68％減った。
総人口が増えたのは 6市町村。国内の日本人
は90万8,574人減り、減少幅は最大だった。

8.7 県産酒ファン拡大を　日銀熊本支店
日銀熊本支店は 7日、熊本県産酒の需要や生
産動向に関する調査報告を公表した。市場拡
大に向け、県産酒としてのブランド構築や地
元ファンの拡大に取組むことが望ましいと指
摘した。

8.13 セミコン周辺道路の工事着手へ
熊本県は13日、セミコンテクノパーク周辺の
県道大津植木線多車線化と合志ＩＣアクセス
道路について、2028年度の完成に向け工事に
着手すると発表した。 9月23日に着工式を開
く。交通渋滞の解消につなげたい考え。
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